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違憲の戦争法案は撤回・廃案あるのみ！！ 
許すな採決強行 15日委員会、16日本会議！ 

山場の週 はじめから激しい攻防 
7 月 6 日ドキュメント 
戦争法案をめぐり中央公聴会（13 日決定）、15日衆議院特別委員会、16 日本会議採決をもくろむ

与党に対し、国会内外のたたかいは週明けから一段と強まり、激しい攻防となっています。 

7 月 6 日をドキュメントで伝えます。 

内閣不支持が支持を上回る─毎日新聞世論調査 

7 月 6 日付の毎日新聞世論調査（7 月 4、5 日の調査）は、内閣支持率 42％、不支持率 43％と前

回調査でそれぞれ 45％、36％という前回調査（5月 23、34 日）を逆転。支持率では 13年 3 月 70％

から 2～3 次安倍内閣で最低に、不支持率は初めて 4 割台となりました。男女別では不支持率では

男 42％、女 43％ですが、支持率では男 48％に対し、女 36％という結果です。 

「安保関連法案（戦争法案）は憲法違反だと思う」52％、「思わない」29％、戦争法案に「反対」

58％（前回 53％）、「賛成」29％（〃34％）、今国会での成立に「反対」28％、「賛成」61％、政府与

党野国民への説明は「十分」10％、「不十分」81％となっています。 

 

特別委員会地方参考人会（公聴会） 埼玉会場周辺では 300 人が包囲・監視行動 

 さいたま市では 13 時から、那覇市では 12 時から地方参考人会が開催されました。 

 那覇市会場では、自民党の「勉強会」での百田氏や議員たちの発言をめぐって、参考人は立場を

超えて「沖縄蔑視」と批判、戦争法案については「他国の紛争に巻き込まれ、米軍基地が集中する

沖縄がいの一番に標的にされる可能性が高い」（稲嶺名護市長）と反対し、与党推薦の参考人も慎

重審議を求めたと報じられています。 

 さいたま市大宮区の会場では、与党推薦の佐伯埼玉県商工会議所連合会会長、細谷慶応大学教授

が賛成論を、野党推薦の石河埼玉弁士会会長、落合弁護士・東海大特任教授、倉持弁護士・明日の

自由を守る若手弁護士の会会員は反対論を述べました。 

会場周辺では「９条壊すな、戦争させない県民の会（仮）」が呼びかけた大宮駅西口デッキ集合

の公聴会包囲・監視行動に 300 人が駆けつけました。 

 

「戦争は秘密から始まる」─「12.6 を忘れない 6 日行動」国会前集会、院内集会 

「秘密保護法」廃止へ！実行委員会は、12 時から衆議院第二議員会館前で「12・6 を忘れない 6

日行動」7・6国会前集会を行いました。集会は「7月 7 日は日中戦争の導火線となった盧溝橋事件

がおこされた日、戦争法案がめざす戦争を警告する」（司会者）の取り組みでした。 
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集会では仁比日本共産党参議院議員があいさつしました。「特別委員会を傍聴して政府の荒唐無

稽な答弁にあきれる。審議するほどに矛盾がひろがり撤回、廃案しかなくなる。中谷防衛大臣がい

うように『政府判断の根拠は特定秘密』とされる。戦争は秘密から」（田中憲法会議担当常任幹事）

などのスピーチがされました。集会には時折激しく降る梅雨のもと、65人が参加しました。 

集会後、同実行委員会は院内で、 「秘密保護法がもたらす監視社会 7・6院内集会─盗聴法、共通

番号、共謀罪の問題点─」を、共通番号いらないネット、盗聴法廃止ネットの共催で開催、約 100

人が参加。清水忠史日本共産党衆議院議員が、先におこなわれた衆議院法務委員会による盗聴シス

テム現場調査を報告しました。ジャーナリストの斉藤貴男さん、海渡雄一弁護士が報告、福島社民

党副党首、近藤民主党幹事長代理があいさつしました。 

 

「集団的自衛権反対団体連絡会」で意見交換 

 立憲デモクラシーの会の中野晃一上智大学教授らが呼びかけ、昨年の閣議後から8回目となる「集

団的自衛権反対団体連絡会」が、18 時 30 分から千代田区内で開かれました。 

会議には、立憲デモクラシーの会、戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会、日弁

連、集団的自衛権研究会、明日の自由を守る若手弁護士の会、立憲フォーラムから参加し、活発な

意見交換を行いました。 

総がかり行動実行委員会からは一連の国会周辺での行動計画と全国各地と一体となった日程と

活動計画、12 日付「朝日」「東京」意見広告の予定などが紹介されました。 

日弁連からは院内集会や街頭宣伝などの予定が示され、特に 7月 9日の院内集会には長谷部恭男

早稲田大学教授、那須弘平下最高裁判事が参加するとともに、野党党首にそろって参加してもらう

ように期待していることが表明されました。 

「安保戦争法制に反対する学者の会」の紹介がされ、1 万人をめざす賛同者は現在 8500 人となり、

各学内で学生たちとの共同、市民との連携で街頭にでるなどの活動を進めていること、7月 20 日に

は、呼びかけ人、賛同人 200 人規模の記者会見（17 時から学士会館）を行うと報告されました。 

 

明日 7日は全国一斉街頭宣伝行動 
 7 月 7 日は戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会が呼びかける毎週火曜日の全国

一斉街頭宣伝行動日です。全国各地でもさまざまな日程、形態で取り組まれます。 

 この日東京では、憲法共同センターが取り組む 8ヵ所とともに、解釈で憲法 9条を壊すな！実行

委員会、戦争をさせない 1000 人委員会とあわせて 12 ヵ所で街頭宣伝が行なわれます。 

憲法共同センターの宣伝箇所は以下のとおりです。 

○新宿駅東口 18:00～19:00（全商連、自由法曹団、民青同盟、全国革新懇、日本共産党） 

○茗荷谷駅前 12:30～13:15（新婦人、農民連、憲法会議） 

○巣鴨駅前 18:00～19:00（自治労連） 

○西新橋一丁目交差点 17:30～18:15（国公労連） 

○JR 四ツ谷駅前 12:15～13:00（全教） 

○上野駅マルイ前 18:00～19:00（全労連事務局、全労連加盟単産〔自治労連・国公労連・全教・

年金者組合以外〕）                                

○御茶ノ水駅前 18:00～19:00（全日本民医連） 

○大塚駅前 12:30～13:00（東京地評、年金者組合） 

解釈で憲法 9 条を壊すな！実行委員会は上野駅西郷像下交番前、新宿駅西口、1000 人委員会は

品川駅、大井町駅で取り組みます。 


